
1繁畿編鯛1（毎月1・日発行）

　　人口の動き

一一11月1日現在一一

男5，111（一5）
女5，150（一9）
計10，261（一14）
世帯数2，350（一1）

　　（）前月比較
11／10葡．243

広

定価　1部5円　　印刷白南風社発行川西町長根津正三　編集企画室広報係
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親3｛蟄手oツ串大会都
　　　　　　　　　　　　　（白倉小学校で）

　　お父さんやお兄さんの出かせぎを前にして、親子

　で楽しむモチつき大会も今年は3回目。

　　授業参観もかねたこの日は、平素学校には疎遠が

　ちのお父さんたちも大ハッスルです。

　　つきあがると、その脇ではお母さんたちがアンコ

　でまるめて……なごやかな会食は、収穫の喜びを知

　 ることにもありました。
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議会報告
　第7回の臨時町議会が、先月21
日に会期1日で開かれました。

　議題は、総合体育館の設置及び

管理に関する条例ほか、一般会計

補正予算など、ほかに請願一件が

出され、関係委員会に付託されま

した。　　　　　　　　＿＝

　
総
合
体
育
館
の
設
置
・
管
理
に
つ
い

て
の
条
例
は
、
二
十
八
日
の
開
館
ま
で

に
制
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の
で
、

管
理
方
法
を
は
じ
め
、
使
用
に
あ
た
っ

て
の
細
か
い
部
分
な
ど
に
つ
い
て
を
規

定
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
内
容
の
主
な
こ
と
が
ら
は
、
先

ー
キ
》
ー
ノ
～

月
号
で
お
知
ら
せ
の
と
お
り
決
定
を
み

ま
し
た
の
で
、
利
用
に
あ
た
っ
て
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
年
末
三
日
、

年
始
三
日
間
も
休
館
と
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
三
千
六

百
三
十
一
万
円
の
追
加
で
、
総
額
は
二

十
五
億
二
千
三
百
二
十
七
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
追
加
の
内
訳
は
、
六
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
費
（
農
林
水
産
施
設
）
に
三
千
八

百
十
一
万
円
、
国
県
道
工
事
の
負
担
金

四
百
二
十
二
万
円
、
ガ
ケ
地
近
接
危
険

住
宅
移
転
補
助
百
七
十
五
万
円
な
ど
。

　
逆
に
道
路
工
事
請
負
費
（
国
庫
補
助

事
業
）
で
は
三
百
九
十
一
万
円
の
減
額

も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
請
願
は
、
霜
条
総
代
ほ
か
か

ら
出
さ
れ
た
も
の
で
、
霜
条
農
道
を
町

道
に
編
入
願
い
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も

の
。
建
設
社
会
常
任
委
員
会
に
付
託
し

て
、
細
部
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
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広域消防

消防士の募集

　次により、十日町地域広域事務組合消防
職員を募集しています。

囹職種・採用予定人員

　・消防士、若干名
囹受験資格

　・昭和31年4月2日以降に生まれた高卒
　　（来春卒業予定者含む）の男子

　・郡市内に居住可能な人
　・身長160cm以上、体重50kg以上、視力両

　　眼で0．8以上、1眼の場合はそれぞれ0．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匁　　以上（矯正視力可）で色神正常、その

　　他身体強健の人
囹試験方法

　・第一次試験・12月9日（教養試験及び
　　体力診断テスト）

　・第二次試験・12月下句（第一次の合格
　　者に対し、ロ述試験及び身体検査）

囹採用・給与

　・54年4月1日（予定）
　●広域事務組合一般職の給与支給条例に

　　よる
囹受験手続き

　・次の書類を十日町地域消防本部総務課

　　へ
　叉受験申込書（消防本部総務課にありま

　　す）
　イ．身上調書

　ウ．成績証明書

囹申込受付期間

　今月27日午後5時まで
囹不明な点は消防本部総務課まで
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　国民年金

　曝盛あ

身
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一厚生年金

　
出
か
せ
ぎ
に
出
か
け
る
皆
さ
ん
に
、

国
民
年
金
係
か
ら
二
つ
の
お
願
い
が

あ
り
ま
す
。

『
年
金
手
帳
』
は
忘
れ
ず
に

　
　
持
参
し
ま
し
ょ
う
〃
”

　
出
か
せ
ぎ
先
の
職
場
の
労
務
担
当

者
に
「
年
金
手
帳
」
を
提
出
し
て
、

厚
生
年
金
の
記
号
番
号
（
初
め
て
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
人
）
、
加
入
年

月
日
、
喪
失
年
月
日
を
記
入
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
出
か
せ
ぎ
の
期

間
（
厚
生
年
金
加
入
期
間
）
は
、
国

民
年
金
加
入
期
間
と
合
算
し
て
、
将

来
、
「
通
算
年
金
」
と
し
て
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
届
は

そ
の
つ
ど
速
や
か
に
〃
“

出
か
せ
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
喪
失
届

を
、
出
か
せ
ぎ
か
ら
も
ど
っ
た
と
き

に
は
、
国
民
年
金
の
加
入
届
を
、
そ

の
つ
ど
速
や
か
に
手
続
き
し
ま
し
ょ

う
。保

険
料
を
掛
け
忘
れ
る
と

　
　
　
大
変
で
す
〃
“

　
保
険
料
を
掛
け
忘
れ
て
い
る
と
、

通
算
年
金
（
老
齢
・
障
害
）
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

保
険
料
は
、
出
か
せ
ぎ
に
出
か
け
る

前
に
掛
け
終
え
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

よ
・
つ
。

最
後
に
、
「
年
金
手
帳
」
は
、
あ

な
た
の
分
身
と
も
い
え
る
も
の
で
す

か
ら
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
電
八
⊥
一
二
一
一
、
有
二
ご
二
ニ

ヘ
ど
う
ぞ
。
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来
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
間

は
人
権
週
間
で
す
。

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
会

で
は
、
今
年
の
重
点
目
標
を
「
人
権
の

共
存
－
対
話
に
よ
っ
て
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
」
ほ
か
、
「
部

落
差
別
の
解
消
」
「
婦
人
の
地
位
を
高

め
よ
う
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
は
、
ま
ず
話

し
合
い
か
ら
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
気
軽
に
こ
と
ば
を
交
わ
し
合
う

気
風
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
平
等
な
は
ず
な
の
に
、
男
女
の
性

や
生
ま
れ
に
よ
っ
て
差
別
的
な
扱
い
を

受
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ
、

後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
、
自
由
∴
平
等
の
権
利
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
み
ん

な
が
楽
し
い
毎
日
を
お
く
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
と
人
権
週
間
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
基
本
的
な
人
権
を

守
り
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

瓦
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
町
で
は
小
海

八
太
郎
さ
ん
（
小
根
岸
）
と
木
村
正
吉

さ
ん
（
仁
田
）
が
あ
た
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　
交
通
事
故
・
離
婚
・
相
続
な
ど
の
相

談
に
無
料
で
応
じ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

、
ま
た
、
相
談
の
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
、
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
立
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
一

鱒轟らせ、

〆
薮・11月30日（木）／午前9時一
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ゴ
ミ
収
集
日

2
月
か
ら
冬
期
計
画
に
か
わ
り
ま
す
。

1
　
卜
二
月
一
日
か
ら
、
ご
み
収
集
日
が

冬
期
問
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
別
に
、
収
集
区
域
や
収
集
日
を
記
載

し
た
計
画
表
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ま

ち
が
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
な
お
、
ご
み
出
し
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
こ
と
を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

一
、
年
末
は
十
二
月
三
十
日
ま
で
、
年
始

　
は
一
月
四
日
か
ら
収
集
で
す
。

二
、
ご
み
の
持
ち
出
し
は
、
朝
八
時
三
十

　
分
ま
で
に
。
　
（
前
日
や
夜
間
、
及
び

　
収
集
後
に
は
出
さ
な
い
よ
う
に
。
）
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三
、
収
集
日
が
祝
日
の
と
き
に
は
、

　
次
回
お
く
り
と
な
り
ま
す
。

四
、
工
場
・
商
店
等
で
多
量
に
出

　
す
と
き
は
、
自
分
で
運
搬
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
（
も
え
る
ご
み
ー
焼
却
場
、

　
も
え
な
い
ご
み
1
高
城
沢

埋
立
地
）

五
、
廃
タ
イ
ヤ
・
廃
油
・
マ
ル
チ
な
ど
は

　
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

六
、
角
材
等
の
大
型
ゴ
ミ
は
、
長
さ
一
メ

　
ー
ト
ル
、
重
さ
十
キ
ロ
以
内
に
。

七
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
後
五
メ
ー

　
ト
ル
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な
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よ
う
ご
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保
育
所
の
職
員
が
、
出
産
や
病
気
の
た
め
長
期

休
暇
を
と
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
理
想
的
な
幼
児

保
育
が
で
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
町
で
は
、
職
員
の
休
暇
中
の
間
、
こ

の
か
わ
り
と
な
っ
て
勤
め
て
く
れ
る
希
望
者
を
募

り
、
名
前
を
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
こ
の
こ
と
を
“
産
休
等
代
替
職
員
登
録
制
度
”

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
休
暇
を
必
要
と
す
る
職
員

が
で
た
場
合
、
す
ぐ
に
、
か
わ
り
の
職
員
と
な
っ

て
働
い
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
職
員
に
一
時
的
な
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
は
、

こ
の
登
録
者
の
中
か
ら
、
臨
時
に
勤
め
て
い
た
だ
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臨時の保母さんに
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。
一
〇
●
．
．
●
る
3

　
　
ち
。
．
3
．
●
●
●
●
呂
o
●
■
・
8
一
●
．
●
■
●
●
3
●
●
●
．
●
？
．
3
●
§

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
期
間
・
時
期
等
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

臨
時
的
に
勤
め
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
社

会
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
産
休
等
代
替
職
員
登
録
の
条
件
と
し
て
は
、

◎
年
齢
・
十
六
歳
～
五
十
歳
ま
で
の
人
で
女
陸

　
　
　
　
に
限
り
ま
す
。

◎
資
格
・
保
母
の
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
社
会
課
に
お
い
で
の
と
き
は
、
履
歴
書
（
写
真

　
添
付
の
こ
と
）
と
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
。

　
登
録
は
書
類
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
社
会
課
（
電
八
⊥
↓
二
一
一
・
有
二

二
二
二
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
　
・
・
．
．
8
●
。
●
9
。
●
3
・
●
。
3
。
．
．
。
●
8
3
●
・
・
．
．
3
．
．
●
9
・
3
9
・
。
．
．
8
．
．
●
。
。
》
●
●
●
●
8
●
。
●
o
亀
3
。
●
●
。
●
雪
9
．
・
●
蕊
●
㌔
．
。
零
．
．
。
ε
亀
o
亀
．

　
協
力
を
。

八
、
残
菜
・
残
飯
等
水
分
の
多
い
も
の
肝

　
紙
ク
ズ
等
を
ま
ぜ
、
水
切
り
を
よ
／

　
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

九
、
も
え
る
ご
み
、
も
え
な
い
ご
み
の
臣

　
別
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
■
・
．
。
．
一
■
．
。
●
●
●
3
・
●
●
．
。
8
●
。
●
。
。
亀
7
●
．
．
●
一
．
．
．
●
。
乙
。
。
・
・
．
●
一
●
．
。
●
8
3
．
●
●
．
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，9，　
「
で
か
い
も
の
で
す
ね
え
．
」
　
「
い
や
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
の
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
」
…
…
・
…
－
先
月
二
十
八
日
、
町
民
体
育
館
の
し
ゅ
ん
工
式
で
、

異
句
同
音
に
聞
か
れ
た
町
内
外
の
お
客
様
の
声
で
し
た
。

　
長
い
間
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
町
民
総
合
体
育
館
が
、
こ
の
と
き
を
さ
か
い
に

皆
さ
ん
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
、
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
々
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
開
館
と
と
も

に
大
勢
の
利
用
者
が
つ
め
か
け
、
町
内
町
外
を
問
わ
ず
視
察
に
訪
れ
る
人
た
ち

の
応
待
に
、
係
員
も
汗
だ
く
な
ほ
ど
で
す
。

　
県
内
の
五
指
に
入
る
と
も
い
わ
れ
る
体
育
館
、
べ
つ
に
得
意
に
な
っ
て
自
慢

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ
そ
か
ら
は
、
せ
ん
望
の
ま
な
ざ
し
で
見
ら

れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
用
が
大
き
な
課
題
。
町
で
は
、
こ
の
開
館
を

記
念
し
て
、
　
”
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
〃
を
宣
一
一
一
目
し
ま
し
た
。

全
町
民
が
、
ま
ず
、
健
康
づ
く
り
を
基
本
に
し
、
明
る
い
町
づ
く
り
と
、
輝

か
し
い
未
来
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

あ
な
た
も

　
　
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
あ
な
た
も
体
育
館
を
ご
覧
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
広
い
競
技
場
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ッ
用
具
が
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
見
学
は
、
受
付
け
に
申
し
出
て
か
ら

ど
う
ぞ
。

　
体
育
館
の
電
話
は
八
－
二
一
六
七
番

で
す
。
有
線
も
間
も
な
く
取
り
付
け
ら

れ
る
見
込
み
で
す
。

篭

．纏
ー
、
　
鞭灘

▲国会議員をはじめ、近隣市町村長もお祝いにかけつけてく　　　　，　毫

　れました。　　　　　　　　　　　萎、　　・　　　膨
に当轟驚讐んによる公開演技もあり・式典翼辱▲小7罵生な雛1藩・

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●0●●●●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

騨　　軍學　寧摩　摩兎．肩暫＿亀　　／第7回町民バレーボール大会＼
　　　　　　　　　　　　男女混合

▲今月19日午前9時より、▲総合体育館

で、▲ふるってご参加ください。参加さ

れる方は16日までに役場総務課野上まで

ご連絡を。

、　（電話8－3111有線2122）

●
●
●
●
●
●
・
…
．
．
．
．
．
．
．

　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
か
が

　
体
育
館
完
成
を
記
念
し
て
、
第
一
回

町
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
を
行
い
ま
す
。

　
初
心
者
、
小
・
中
学
生
も
大
歓
迎
で

す
。
さ
そ
い
あ
っ
て
ど
う
ぞ
。

囹
と
　
き

囹
と
こ
ろ

囹
参
加
者

囹
参
加
料

囹
申
込
先

團
し
め
き
り

n
月
2
6
日
（
日
）

九
・
三
〇
～
五
・
○
○

総
合
体
育
館

町
内
に
在
住
の
人
な
ら
ど

な
た
で
も
。

無
　
　
料

木
島
町
・
平
野
喜
代
ま
で

（
電
八
ー
二
二
五
六
・
有

　
二
九
一
二
）

　
11
月
2
0
日
ま
で
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幸・．

津

灘　　　　　　　　　　　灘　　　　灘灘．
　　　　　　　灘
卓球のチャンピオン

　　河野選手を迎えて

　
　
》
新
し
い
道
場
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
（
柔
道
）

．
．
．
・
・
●
●
壊
と
力
が
入
る

　
　
レ
道
場
に
姑

．
．
．
．
…
●
●
●

去る3日、体育館では卓球界の王者を

迎えて模範競技会が行われました。

これは、県卓球連盟十日町支部や・町

卓球協会、町教育委員会などが、体育館

完成を記念して開催したもので、招待選

手は、

・河野満・現世界チャンピオン

熱
気
も
…
…
：

　
　
　
か
ら
手
道

｝
．
．
・
●
●

　
　
　
　
　
．
・
●
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

　・仲村渠功・1977世界選手権日本代表　・『

　　　　　　　　　　　　　　　・伊藤和子・世界選手権5回出場　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　・岩田智恵子・1976全日本チャンピオ　．

　　　　　　　　　　　　　　　ンの4選手。　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　●　郡市内から集った中・高校生や一般の

地元選手との対戦や、招待選手どうしの

模範試合などをくりひろげ、集った大勢

の人たちのあつい視線を受けていました。

　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　上野小でもステージ開き　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　同じ体育館でも、こちらは上野小学校の屋内体育館。　　　●

先月15日には、しゅん工式を兼ねてステージ開きが行われ●

　　　　　　　　　　　　　　　　ました。当日は、長岡坂之上小学校の器楽クラブも応援にか　●

けつけてくれ終日歓声が続きました。　　　　　　　　　　、

屋体面積・696㎡、工事費は関連工事も含め7，360万円です。●

　　　　　　　　　　　　　　　　●

　
ま
　
“

　
こ
　
　　

　
　
　
　

　
く
　
の

　
ぷ
で

　
　
つ
一

　
い
ナ

　
　
よ
煙

　
ち
喫

▼冬でも土俵を使って

　の練習は思いのまま。

灘鐵

、
　
3
‘
9
0
1
8
，
雷
響
，
1
膨
ρ

ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

岬
　
利
用
に
あ
た
っ
て
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧

　’

・
開
館
・
閉
館
時
刻
は
、

午
前
九
時
～
午
後
十
時
ま
で

・
休
館
日
は

毎
週
火
曜
日
と
年
末
年
始

・
使
用
の
手
続
き
は

団
体
使
用
の
と
き
は
、
使
用
申
し
杁

　
み
書
を
三
日
前
ま
で
に
、
ま
た
、
伸

用
が
終
っ
た
と
き
に
は
、
必
ず
完
了

報
告
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
用
紙
類
は
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

・
利
用
の
と
き
は
、
係
員
の
指
示
に
径

　
っ
て
事
故
な
ど
の
な
い
よ
う
に
。

・
施
設
・
設
備
類
は
大
切
に
扱
い
ま
ー

よ
㌔
　
●
●
●
・
・
．
．
畠
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●●●●●●●●●●●●

12月1日から

道路交通法が
　　かわります。

自転車施
　　●●●●●●●●●●●

　
道
路
交
通
法
が
、
七
年
ぶ
り
に
大
幅
改
正
さ
れ
、

十
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
は
、
二
・
三
人
に
一
人
が
運
転
免

許
を
持
つ
「
国
民
皆
免
許
時
代
」
を
迎
え
て
、
ク

ル
マ
社
会
の
新
し
い
秩
序
づ
く
り
を
め
ざ
す
も
の

で
す
。

　
改
正
点
の
う
ち
、
特
に
関
係
深
い
と
思
わ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
を
、
次
に
抜
す
い
し
て
み
ま
し
た
。

　
自
転
車
で
横
断
中
の
交
通
事
故
を
減

ら
す
た
め
、
新
し
く
自
転
車
専
用
の
横

断
帯
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
横
断
帯
に
は
、

自
転
車
の
図
柄
入
り
の
標
識
や
標
示
が

つ
き
ま
す
が
、
横
断
歩
道
に
併
設
さ
れ

る
場
所
で
は
、
歩
行
者
用
の
信
号
と
共

通
に
な
り
ま
す
。

　
車
は
、
横
断
帯
の
手
前
で
は
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
自
転
車
横
断
中
は
必
ず

一
時
停
止
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
横
断
帯
の
手
前
三
十
メ
ー
ト

ル
以
内
で
の
追
い
越
し
、
追
い
抜
き
は

禁
止
と
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
は
、
　
「
歩
行
者
・
自
転
車
専

用
」
と
い
う
標
示
が
あ
る
場
合
、
歩
行

者
用
信
号
の
指
示
に
従
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
信
号
機
は
、
車
と
歩
行
者
用

の
二
種
類
で
、
こ
れ
ま
で
自
転
車
は
車

の
信
号
機
に
従
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
車
と
い
っ
し
ょ
に
並
ん
で
走

る
の
が
危
険
な
場
所
や
交
差
点
が
ふ
え

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
新
た
に
「
歩
行
者
・
自

転
車
専
用
」
の
標
識
が
つ
い
た
歩
行
者

用
信
号
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
標
識
の
文
字
は
白
地
に
青
い
色

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
歩
行
者
と
自
転
車
は
同
じ
信
号

機
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
●

●●●●●●●●●●●●

自動2輪・原付き

　　　　●●●●●●●●●●

　
自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
き
自
転
車

の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
自
動
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
、
運
転

す
る
者
も
、
荷
台
に
同
乗
す
る
者
も
、

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
は
、
最
高
速

度
四
十
キ
ロ
末
満
の
道
路
な
ら
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
は
不
用
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
し
で
自
動
二
輪
に

乗
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗
る
と
き
も
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
原
動
機
付
き
自
転
車
に
乗
っ

て
買
い
物
に
出
か
け
る
お
母
さ
ん
た
ち

も
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

処

　
　
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

i分i
：
●

　
今
ま
で
は
行
政
処
分
の
対
象
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
“
無
車
検
・
無
保
険

（
強
制
保
険
）
”
が
処
分
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
違
反
は
、
い
ず
れ
も
六

点
、
ま
た
、
車
庫
が
わ
り
に
道
路
を
使

用
し
た
“
青
空
駐
車
”
も
違
反
点
二
点

と
な
り
ま
す
。

　
無
保
険
は
と
く
に
、
バ
イ
ク
な
ど
に

多
い
と
い
い
ま
す
。
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
・
つ
。

●●●●●●●●●●●●●

　運転免許
　　●●●●●●●●●●●●

　
免
許
証
の
切
り
替
え
を
、
つ
い
う
っ

か
り
忘
れ
た
ー
の
“
う
っ
か
り
サ
ン
”

へ
の
朗
報
で
す
。

　
三
年
目
ご
と
の
誕
生
日
前
一
か
月
間

が
、
免
許
証
の
切
り
替
え
日
で
す
が
、

癖
☆
．
羅
＼
轟
、

藁
離
、
“

鰺
繊
『

／
7
、
、
ゾ
い
＼
ノ

餅
♂

　
ド
　
㌔
繋
醗
’

，
巧
　
。
、

　
　
　
　
　
謡

　　　　　』
　　　　肖　　　り1　取糞
　　』　A　　』

　
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
を
飲
ん
で
の
運
転

と
、
酒
酔
い
運
転
は
厳
罰
で
、
一
度
の

違
反
で
免
許
は
取
り
消
し
で
す
。

　
酒
酔
い
運
転
は
従
来
、
十
二
点
で
し

た
が
、
こ
の
改
正
で
十
五
点
に
引
き
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
運

転
と
並
ん
で
の
“
最
高
点
”
で
す
。

（

う
っ
か
り
す
る
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
昨
年
一
年
間
で
、
こ
の
切
り
替
え
を

忘
れ
た
人
は
、
全
国
で
三
十
四
万
人
と

か
、
た
だ
、
誕
生
日
後
三
か
月
間
は
、

適
性
検
査
を
受
け
て
合
格
す
れ
ば
、
免

許
証
は
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
期

間
に
救
わ
れ
た
人
が
二
十
七
万
人
だ
そ

う
で
す
。

　
三
か
月
を
一
日
で
も
過
ぎ
る
と
、
学

科
試
験
、
技
能
検
査
を
受
け
て
ー
つ

ま
り
、
初
め
か
ら
や
り
直
し
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
“
う
っ
か
り
サ
ン
、
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

救
お
う
と
、
こ
れ
ま
で
三
か
月
だ
っ
た

“
救
済
期
間
”
が
六
か
月
に
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
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食
品
衛
生
で

議霧］

　
今
月
一
日
、
東
京
で
開
か
れ
た
「
全
国
食
品

衛
生
大
会
」
で
、
戸
田
鉄
夫
さ
ん
（
仁
田
・
六

十
七
歳
）
が
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
は

え
あ
る
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

犠　●

羅
aア

憩

謬
ロしじロ

ヒ
》

ふ

　
私
は
二
度
ふ
る
さ
と
を
後
に
し
て

い
る
。
最
初
は
、
昭
和
十
五
年
五
月

海
軍
の
少
年
兵
と
し
て
巣
立
っ
た
そ

の
と
き
で
あ
る
。
大
戦
に
突
入
、
予

科
練
の
教
育
、
自
ら
特
攻
出
撃
な
ど

命
を
的
の
青
春
時
代
で
あ
っ
た
。

　
終
戦
、
傷
心
の
う
ち
二
十
一
年
一

月
、
雪
深
い
わ
が
家
に
復
員
。
発
奮
、

そ
の
年
七
月
、
荒
廃
し
た
首
都
治
安

の
担
い
手
、
警
視
庁
警
察
官
を
志
し

て
上
京
、
歳
月
は
流
れ
、
今
春
、
丸

の
内
警
察
署
長
を
最
後
に
、
三
十
一

年
余
の
警
察
官
生
活
に
も
別
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

時
代
の
激
し
い
動
き
の
中
の
人
生

で
、
ふ
る
さ
と
と
の
え
に
し
は
、
必

、る，し♪さ

と
は

9
」
0

の
泉

　　　　　　　

職離出

　
戸
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
食
品
衛
生

協
会
川
西
分
会
副
会
長
に
就
任
し
た
の
を
は
じ

め
、
県
食
品
衛
生
指
導
員
や
、
同
十
日
町
支
部

理
事
、
同
副
支
部
長
な
ど
を
歴
任
。

　
ま
た
、
現
在
は
同
十
日
町
市
部
常
任
理
事
と

川
西
町
分
会
長
の
職
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
県
衛
生
部
長
・
県

協
会
長
か
ら
感
謝
状
、
県
協
会
長
・
県
知
事
か

ら
の
功
労
者
表
彰
な
ど
を
受
彰
し
て
い
ま
す
。

鱗
遙
壌
、
講

　
町
　
昭
和
1
5
年
・
昭
和
21
年
　
　
　
　
　
　
．
頬
・

　
業
　
前
・
警
視
庁
丸
の
内
警
察
署
長

　
　
　
現
・
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
参
与

東
村
山
市
押
木
國
治
さ
ん
　
（
五
十
六
歳
）

ず
し
も
深
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
心
の
う
ち
に
は
い
つ

も
忘
れ
が
た
い
ふ
る
さ
と
が
あ
る
。

　
数
年
前
、
N
H
K
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
の
「
天
と
地
と
」
に
、
わ
が
ふ
る

さ
と
の
城
山
（
節
黒
城
跡
）
が
た
び

た
び
登
場
、
ま
た
、
先
日
の
夜
「
わ

が
青
春
の
愛
唱
歌
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、

夕
焼
け
小
焼
け
、
旅
愁
な
ど
の
歌
声

が
茶
の
間
に
流
れ
る
の
を
じ
っ
と
聞

い
て
い
る
と
、
む
し
ょ
う
に
ふ
る
さ

と
が
思
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
村
境
い
の
土
橋
の
あ
た
り
で
の
ハ

ヤ
つ
り
、
た
ん
ぼ
や
小
川
で
の
ど
じ

ょ
う
す
く
い
、
か
え
る
の
鳴
き
声
、

ほ
た
る
飛
び
か
う
田
原
な
ど
、
つ
い

先
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ

る
。
ふ
る
さ
と
は
、
幼
な
心
を
か
き

た
て
る
懐
し
い
泉
で
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
ふ
る
さ
と
も
、
農
業
の
近

代
化
に
と
も
な
う
農
薬
の
影
響
、
農

地
の
基
盤
整
備
な
ど
で
、
こ
う
し
た

風
情
も
影
う
せ
、
昔
語
り
に
な
り
さ

び
し
い
限
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
わ
が

里
の
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
。

　
広
報
か
わ
に
し
、
そ
れ
は
、
と
も

す
れ
ば
疎
遠
に
な
り
な
が
ら
望
郷
の

念
に
か
ら
れ
る
私
た
ち
に
対
す
る
心

の
か
け
橋
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
層
充
実
発
展
さ
輯

れ
る
よ
う
期
待
し
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　聡睡　　　　　　　　　　　　蔓　　　　　　　　　磁　　　　　f　妻　　　　　学　。鰹
：蔀

｝

〃熱
螺

、

寒
く
な
り
ま
し
た
。

の
も
と
に
注
意
〃
・

　
六
分
に
一
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生

し
、
一
日
に
六
人
が
焼
死
、
二
十
七
人

が
負
傷
ー
こ
れ
が
今
年
一
月
～
六
月

　
ノ

の
，
火
災
発
生
ぺ
ー
ス
〃
　
（
全
国
）
だ

そ
う
で
す
。

　
火
災
の
発
生
原
因
は
、
　
「
た
ば
こ
」

が
第
一
位
、
ま
た
、
死
傷
者
で
は
、
老

人
と
子
供
の
増
加
が
め
だ
っ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
寒
い
季
節
を
迎
え
、
暖

房
器
具
や
火
が
こ
い
し
く
な
り
ま
す
が
、

火
災
だ
け
は
絶
対
に
起
こ
し
ま
せ
ん
よ

う
に
、
お
互
い
に
注
意
し
た
い
も
の
で

す
。火

災
の
ト
ツ
プ

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

「
た
ば
こ
の
一
本
ぐ
ら
い
：
…
」
と
つ

い
気
を
ゆ
る
し
て
投
げ
捨
て
た
も
の
が

思
わ
ぬ
火
災
と
な
り
ま
す
。

　
毎
年
、
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
、
こ

の
た
ば
こ
に
よ
る
も
の
だ
と
い
い
ま
す

が
、
た
ば
こ
で
も
一
番
多
い
の
が
”
投

げ
捨
て
〃
に
よ
る
も
の
、
次
に
、
灰
皿

　
　
　
　
メ

に
お
い
た
，
す
い
か
け
が
お
ち
て
出
火
”
、

次
に
消
し
忘
れ
だ
と
い
い
ま
す
。

●
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
。

●
歩
行
中
の

喫
煙
は
し
な
　
，

い
。●

寝
た
ば
こ

は
し
な
い
。

ミ
、

）
－

き
　
　
　
　
、

〃
　
尽

二＿

　
こ
の
三
原
則
を
喫
煙
者
は
必
ず
守
り

ま
し
ょ
・
つ
。

類
ブ
点
検
・
後
始
末
の

一卜
　
　
習
慣
を
〃
”

ス
　
こ
れ
か
ら
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使

う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
う
心
得
と
し
て

最
低
次
の
こ
と
は
守
り
た
い
も
の
で
す
．

●
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
も
え
や
す
い
物

は
お
か
な
い
。

●
点
火
し
た
ま
ま
の
給
油
は
し
な
い
。

●
落
下
物
の
恐
れ
の
な
い
所
を
選
ぶ
。

●
使
用
中
の
器
具
か
ら
長
時
間
離
れ
な

い
。●

耐
震
自
動
消
火
装
置
が
つ
い
て
い
る

ス
ト
ー
ブ
は
、
必
ず
装
置
を
セ
ッ
ト
し

て
使
え
う
。

　
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
類
に
限
ら
ず
、
風

呂
ガ
マ
な
ど
も
、
常
に
点
検
し
、
後
始

末
を
き
ち
ん
と
し
て
か
ら
、
休
む
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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㎜
縫
騨
．

愈
　
　
　
　
．
．
　
　
，
　
　
　
灘
澱

　
　
　
　
、

　
　
　
　
』

　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
凄

　
　
　
　
　

　
　
　
蘇
離
・

　韓

蟻

善

意

社
会
福
祉
協
へ

　
　
　
一
円
玉
募
金
な
ど

※
田
戸
の
高
橋
文
治
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
父
松
蔵
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
対
し
、
感
謝
の
意

を
こ
め
て
二
万
円
を
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
こ
の
ほ
ど
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
か
ら

一
円
玉
募
金
の
成
果
が
、
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
写
真
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
こ
れ

が
全
部
一
円
玉
で
す
。

　
総
額
は
、
六
万
九
千
九
百
五
十
七
円

で
し
た
。
な
お
、
地
区
別
の
募
金
額
は

／

次
の
と
お
り
で
す
。

○○○○
仙橘上千

▲1円玉で69，957円の山………。

手
　
二
万
五
千
五
百
三
円

野
　
一
万
一
千
百
六
十
六
円

　
　
一
万
五
千
五
百
六
円

田
　
一
万
七
千
七
百
八
十
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
読
書
百
十
七
冊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

町
へ
　
中
仙
田
出
身
6

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
さ
ん
か
ら

　
　
こ
の
ほ
ど
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
お

　
住
い
の
高
橋
幸
治
さ
ん
（
中
仙
田
出
身
）

　
か
ら
、
書
籍
百
十
七
冊
の
寄
贈
が
あ
り

　
ま
し
た
。

　
　
書
籍
名
を
、
い
ち
い
ち
お
知
ら
せ
で

　
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
司
馬
遼
太

　
郎
全
集
の
十
六
巻
を
始
め
、
世
界
の
文

　
学
四
巻
、
中
国
の
思
想
四
巻
、
古
典
落

　
語
、
源
氏
物
語
、
徒
然
草
、
枕
草
子
な

わ
し
の
　
　
灘

　
　
　
　
　
自
．
慢
鮎

層
鴬
饗
輩
腕
旨
幽
螺
激
聯
曹
騎
慧
礪
鞭
四
伽
℃

め
ず
ら
し
い

き
の
こ
が
群
生

　
　
　
　
　
上
野
星
名
仁
作
さ
ん

　
自
慢
話
し
と
い
う
よ
り
は
、
最
近
の

ホ
ッ
ト
な
話
題
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
各
地
で
き
の
こ
の
話
題
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
上
野
の
星
名

仁
作
さ
ん
の
お
宅
で
も
、
め
ず
ら
し
い

き
の
こ
が
発
生
し
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
五
メ
ー
ト
ル
の
ポ
プ
ラ
の
枯

木
に
、
え
ち
ご
し
め
じ
を
大
き
く
し
た

よ
う
な
か
さ
ぎ
の
こ
が
、
下
か
ら
上
ま

で
群
生
の
形
で
見
ら
れ
る
の
で
す
。

　
色
、
つ
や
、
臭
い
と
も
悪
く
は
な
い

の
で
す
が
、
か
わ
り
物
だ
け
に
食
用
に

も
で
き
ず
に
い
ま
す
と
、
か
さ
は
ま
す

ま
す
広
が
り
、
ま
た
、
別
の
位
置
に
も

発
生
す
る
気
配
で
す
。

　
そ
こ
で
、
き
の
こ
に
く
わ
し
い
町
の

助
役
や
、
十
日
町
保
健
所
長
に
鑑
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

依
頼
す
る
と
、
こ
れ
は
，
ひ
ら
た
け
〃

と
い
う
も
の
で
、
な
ん
と
も
お
い
し
い

き
の
こ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
よ
く
見
る
と
、
同
じ
木
に
は
，
む
き

た
け
”
が
、
隣
に
あ
る
ポ
プ
ラ
に
は

“
え
ひ
ら
た
け
”
も
顔
を
出
し
て
お
り

い
ず
れ
も
食
用
で
き
る
も
の
だ
と
か
。

　
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
え
ひ
ら
た
け
は

昨年も

発
生
し
た
と
い
い
ま
す
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
撫
．
瀞
．
灘
緩
　
　
…
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
め

　
　
　
謹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
つ

　
　
幾
　
　
　
　
　
　
　
で
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
に

　
　
　
　
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
つ
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

　
き
の
こ
の
な
る
木
は
、
星
名
さ
ん
の
宝

　
物
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
そ
れ
に
し
て
も
、
　
「
は
し
ご
を
使
っ

　
て
と
る
き
の
こ
な
ん
て
初
め
て
で
す
。

　
前
に
菌
床
の
オ
ガ
ク
ズ
を
ま
い
た
こ
と

　
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
菌
が
混

　
　
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
は
た
し
て

　
来
年
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
出
て
く
れ

　
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
・
・
…
…
。
」
　
と

　
奥
さ
ん
も
、
こ
の
き
の
こ
の
な
る
木
を

　
不
思
議
が
っ
た
り
、
期
待
を
し
た
り
の

　
風
情
で
し
た
。

　轍

　
樋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
う

・
　
．
議
　
　
　
　
　
　
ど
議

　
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
思

灘

ど
。
高
橋
さ
ん
の
人
が
ら

が
し
の
ば
れ
る
幅
広
い
内

容
と
、
読
書
意
欲
に
お
ど

ろ
か
さ
れ
る
も
の
ば
か
り

で
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
善
意
を

無
に
し
な
い
よ
う
に
と
、

”
高
橋
文
庫
”
と
名
付
け

総
合
セ
ン
タ
ー
図
圭
塁
の

一
角
に
格
納
す
る
こ
と
に
…
…
…
…
…
…
…

し
ま
し
た
。

達成率117％

　赤い羽根募金

　赤い羽根共同募金には、たくさん

のご協力をありがとうございました。

　10月31日現在で、すでに目標額を

17パーセントも上わまわる成績とな

りました。

　次のとおり成果をお知らせし、ご

協力に感謝します。

　　赤い羽根の成果

　　　　　　　（10月31日現在）

目標額　　　　　　544，300円

達成額　　　　　　638，416円

　｛　学校・保育園　　40，254円

　一　 般598，162円

117．3％達成率
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院展入選の栄誉
　　　　　　藤沢出身の佐藤さん

入
選
作
品
の
”
木
出
し
〃
（
雪
国
）

”
藤
沢
出
身
の
佐
藤
善
松
さ
ん
（
七
十
六
歳
）
が
、
第
六
十

三
回
美
術
院
展
に
初
出
品
し
、
み
ご
と
入
選
を
か
ち
と
っ
た
〃

　
こ
の
ほ
ど
、
室
島
出
身
の
増
田
哲
男
さ
ん
か
ら
、
町
公
民

館
長
に
あ
て
て
、
佐
藤
さ
ん
の
入
選
を
知
ら
せ
る
便
り
と
作

品
の
写
真
（
日
本
画
”
木
出
し
”
）
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
月
、
町
へ
あ
て

て
そ
の
一
部
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
得
意
と

す
る
の
は
農
村
風
景
画
だ
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
の
入
選
作
品
は
高
さ
一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
横
二

・
ニ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
画
面
に
、
七
人
の
山
男
が
ソ
リ
に

材
木
を
積
み
、
力
強
く
引
く
姿
を
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
　
「
七
十
に
な
っ
て
か
ら
描
き
初
め
た
も
の

で
、
最
初
は
風
景
画
を
と
思
い
ま
し
た
が
、
友
人
の
勧
め
も

あ
っ
て
人
物
に
し
ま
し
た
。
都
美
術
展
で
は
奨
励
賞
二
回
、

知
事
賞
を
一
回
受
け
て
い
ま
す
。
」
と
語
っ
た
と
い
い
、
便

り
の
主
、
増
田
さ
ん
は
、
　
「
七
十
か
ら
絵
を
初
め
、
喜
寿
に

は
堂
々
入
選
の
栄
誉
を
得
ら
れ
た
。
仙
田
か
ら
輝
か
し
い
画

伯
が
誕
生
し
た
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。
」
と
結
ん
で
あ
り

ま
し
た
。

晧
内
謬
ブ
ラ
ジ
董
帰
り
の
金

毒
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

　
　
せ
ロ
ヨ
ヤ
　
　
　
し

　
　
5
隻
監
、
、
、
　
　
　
　
ら
十
二
年
ぶ
り
に
ふ
る
さ
と
の

　　■　9　9　■●o

、カナダはとても

　　住みやすい
里帰りの江ロさんに聞く

～
亀
5
一
…
…
一
一
9
三
三
一
三
。
…
5
一
一
…
一
三
一
騨
三
一
三
一
一
」
…
…
一
一
三
一
…
。
。
三
一
扁
≡
印
三
…
∫
一
亀
～
…
一
三
三
一
…
一
一
…
。
…
一
…
三
一
3
…
一
一
～
…
一
…
“
。
三
…
一
一
≡
鵜
…
ξ
一
鱒
…
一
一
一
三
三
一
一
一
三
一
。
～
三
三
～
三
…
一
一
三
一
一
…
一
三
三
一
一
一
毫
葦
…
一
…
一
…
幅
三
一

　
　
　
土
を
踏
む
と
い
う
江
口
恒
夫
さ

ん
に
出
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

っ
た
く
、
海
の
む
こ
う
も
近
く
な
っ
た

と
い
う
感
じ
で
す
。
以
下
、
多
忙
な
江

口
さ
ん
に
伺
っ
た
カ
ナ
ダ
の
模
様
で
す
。

　
江
口
さ
ん
は
、
小
白
倉
の
出
身
で
四

十
歳
。
東
京
の
電
子
専
門
学
校
を
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
後
、
ふ
と
乗
り
あ
わ
せ
た
電
車
の
．

海
外
技
術
者
募
集
”
広
告
が
、
カ
ナ
ダ

行
き
の
き
っ
か
け
だ
と
い
い
ま
す
。

　
海
外
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ

た
と
い
う
江
口
さ
ん
で
す
が
、
実
家
の

兄
則
雄
さ
ん
た
ち
を
説
得
す
る
の
に
は

か
な
り
の
日
時
を
要
し
た
模
様
。
し
か

▲カナダはとても住みやすい

　　　　　　　　……江口さん（右）

し
、
男
子
の
本
懐
こ

れ
ぞ
、
と
ば
か
り
に

勇
躍
し
た
江
口
さ
ん

は
、
こ
と
ば
と
い
い

顔
つ
き
ど
い
い
、
も

う
す
っ
か
り
、
外
人

？
に
な
り
き
っ
た
と

い
う
風
情
で
す
。

　
「
カ
ナ
ダ
は
、
気

候
的
に
も
と
て
も
住

み
や
す
い
所
で
す
。

夏
は
カ
ラ
ッ
と
し
て

い
ま
す
し
、
今
は
紅

葉
の
さ
か
り
で
す
。

冬
は
マ
イ
ナ
ス
三
十
五
度
に
も
さ
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
…
…
…
。
」

　
国
の
面
積
は
、
日
本
の
お
よ
そ
二
十

七
倍
、
人
口
二
干
三
百
五
十
万
人
。

　
江
口
さ
ん
の
家
庭
は
、
奥
さ
ん
（
日

本
人
）
と
二
人
の
子
供
さ
ん
の
四
人
家

族
、
シ
ン
プ
ソ
ン
・
シ
ア
ズ
と
い
う
カ

タ
ロ
グ
総
合
デ
パ
ー
ト
の
電
気
部
門
で

働
く
技
術
者
で
す
。

　
「
教
育
と
社
会
保
障
面
は
、
と
て
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
教
育
で
す

が
、
義
務
教
育
と
い
わ
れ
る
十
二
年
間

（
大
学
進
学
者
は
、
予
備
勉
強
を
一
年

都
合
士
二
年
間
）
は
、
い
っ
さ
い
国
が

費
用
を
負
担
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、

子
供
の
養
育
費
が
、
一
人
月
二
十
七
ド

ル
支
給
さ
れ
る
の
で
す
。
病
院
に
し
て

も
、
受
診
は
す
べ
て
無
料
で
す
よ
已

　
義
務
教
育
と
は
い
っ
て
も
、
途
中
退

学
も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
か

ら
、
日
本
よ
り
徹
底
し
て
い
な
い
面
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
が
…
…
…
。

　
生
活
程
度
を
伺
い
ま
す
と
、
　
「
自
家

用
車
二
台
・
三
台
は
ご
く
普
通
で
す
。

週
末
に
は
家
族
そ
ろ
っ
て
、
大
い
に
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
す
凶
と
う
ら
や
ま

し
い
話
。
ち
な
み
に
、
お
そ
る
お
そ
る

収
入
を
伺
う
と
、
月
お
よ
そ
千
四
百
ド

ル
だ
そ
う
で
す
。
食
糧
費
や
ら
住
宅
費

や
ら
、
支
払
い
の
細
部
ま
で
お
聞
き
し

ま
し
た
ら
、
ど
う
し
て
も
収
入
が
上
わ

ま
わ
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　
「
物
価
が
安
い
で
す
か
ら
ね
え
。
肉

は
日
本
の
十
分
の
一
く
ら
い
で
買
え
る

で
し
ょ
う
。
む
こ
う
の
人
は
、
む
や
み
…

に
流
行
を
追
う
よ
う
な
無
駄
金
は
使
い
血

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
余
暇
を
楽
し
む
た
”

め
の
金
は
惜
し
ま
な
い
の
で
す
。
　
　
甑

家
族
そ
ろ
っ
て
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
、
　
、

水
上
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、
ボ
ー
ト
、
、

で
タ
コ
を
引
い
た
り
・
：
…
シ
カ
ゴ
、
　
，

ボ
ス
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
、
い
、

ず
れ
も
車
で
一
日
圏
内
で
す
か
ら
…
改
，

　
六
干
c
c
も
の
車
を
、
ふ
る
回
転
さ

せ
て
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
余
暇
を
過
ご
す

と
い
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
久
し
ぶ
り
に
日
本
の
土

を
踏
ん
で
の
感
想
は
、
　
「
日
本
人
の
不

親
切
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
駅
で
グ
リ
ー
ン
車
の
手
続
き
を
し
よ

う
と
窓
ロ
ヘ
行
き
ま
し
た
が
、
ア
ッ
チ

だ
と
か
コ
ッ
チ
だ
と
か
ふ
り
ま
わ
さ
れ

た
あ
げ
く
、
買
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
ん
で
す
。
む
こ
う
で
は
そ
の
場
所
ま

で
案
内
し
て
教
え
て
く
れ
ま
す
よ
凶

　
い
き
り
た
っ
て
、
英
語
で
ベ
ラ
ベ
ラ

ま
く
し
た
て
た
と
い
う
の
で
す
。

　
最
後
に
、
　
「
こ
の
こ
と
は
是
非
」
と

前
置
き
し
て
、
　
「
カ
ナ
ダ
で
は
、
諸
行

事
の
あ
と
必
ず
国
歌
を
流
し
ま
す
が
、

子
供
か
ら
老
人
ま
で
、
無
言
の
う
ち
に

起
立
し
て
聞
き
ま
す
。
外
国
の
国
歌
で

も
起
立
し
て
聞
き
、
敬
意
を
表
わ
し
て

い
ま
す
。
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で

お
伝
え
し
て
お
き
ま
す
。

尋
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三
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三
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一
…
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三
∈
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．
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匡
E
レ

暖
か
い
住
ま
い
の

く
ふ
う
と
注
意

　
ど
こ
の
家
庭
で
も
、
押
入
れ
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
こ
た
つ
や
ス
ト
ー
ブ
を
出
す
時

期
に
な
り
ま
し
た
。

　
寒
さ
が
、
私
た
ち
の
体
に
及
ぼ
す

影
響
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
暖
房

の
使
い
方
で
害
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
を
し
て
快

適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
当
面
の
く
ふ
う
と
し
て
、
次
の
こ

　
と
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

、
翻霧

　
　
“
“
．
翻

　
．
綴
簾
醗鴫

勺な室温は．

　寝室16慶酬

掘，

　　　▼理想白

走人窒2ρ～22麦

台苅ノ4んが友

　
・
目
ば
り
し
て
す
き

　
間
風
を
防
ぐ

　
●
厚
い
布
地
の
カ
ー

　
テ
ン
で
、
冷
た
い

　
外
気
を
防
ぐ
。

　
●
間
仕
切
り
を
す
る
。

　
・
暖
房
を
す
る
。

◎
注
意
し
て
ほ
し
い
こ

　
と
。

・
室
内
の
換
気
を
よ

　
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
一
酸
化
炭
素
は
、

　
色
も
形
も
な
い
ク

　
セ
モ
ノ
で
す
。
し

　
め
切
っ
た
室
内
で

　
長
時
間
石
油
ス
ト

　
ー
ブ
を
使
う
と
、

　
空
気
中
の
一
酸
化

　
炭
素
は
一
〇
〇
p

居呵
ノ3～2ρ度

島．

　
P
M
（
安
全
の
限
界
は
五
〇
P
P

　
M
）
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
二
時

　
間
に
一
回
く
ら
い
空
気
の
入
れ
か

　
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
豆
炭
・
煉
炭
は
、
燃
え
始
め
に
た

　
く
さ
ん
の
一
酸
化
炭
素
を
出
し
ま

　
す
の
で
、
火
を
つ
け
る
と
き
は
、

　
部
屋
の
窓
を
あ
け
ま
し
ょ
う
。

・
室
内
は
乾
燥
し
す
ぎ
な
い
こ
と
。

　
理
想
的
な
湿
度
は
五
〇
～
七
〇
パ

　
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
　
ス
ト
ー
ブ
に
は
ヤ
カ
ン
な
ど
で

湯
気
を
立
て
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◎
も
し
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
に
な
っ

　
た
ら
、

・
症
状
ー
頭
痛
・
耳
鳴
り
・
目
ま

　
い
・
人
事
不
省
と
な
り
ま
す
。

・
手
当
て
1
軽
い
場
合
に
は
、
た

だ
だ
ち
に
新
鮮
な
空
気
の
と
こ
ろ

　
へ
移
し
、
衣
服
を
ゆ
る
め
て
ゆ
っ

　
く
り
休
ま
せ
ま
す
。

　
　
症
状
が
重
い
と
思
わ
れ
る
と
き

　
は
、
す
ぐ
医
師
に
連
絡
し
て
く
だ

　
さ
い
。

嚢
嚢
琶
婁
暑

戸
籍
の
窓
か
ら

蟄
蓼
犠
骸
蓼
骸
骸
骸
名
犠
犠

う
ぷ
声
1
お
す
こ
や
か
に

小
林
裕
治

南
雲
敏
之

大
久
保
雅
基

桑
原
里
美

藤
巻
和
人

小
林
和
美

亮秀昌義一和
一男夫信夫治

長長長二長長
女男女男男男

中
仙
田

永
公

野
口

県
住
宅

仁
田

高
原
田

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

五
十
嵐
新
和

江
口
和

高
橋
軍
治

野
　
口
　
　
四
三

小
白
倉
　
　
四
七

四
郎
兼
　
　
六
五

庭“

“
℃
軽
糞
遥
　
讐
撃
へ
・

1￥

瀞

　需

岬琶

壇

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
芹
子

◎
稲
雀
大
き
う
ね
り
に
乗
り
に
け
り

今
掛
け
し
稲
架
に
夕
日
の
ま
と
も
な
る

高
き
稲
架
低
き
稲
架
あ
る
盆
地
か
な

コ
ス
モ
ス
の
花
揺
れ
て
い
る
飯
場
か
な

茄
で
栗
に
旅
の
一
と
日
の
懐
し
き

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

◎
老
妻
の
二
言
三
言
秋
の
風

雲
水
の
道
問
う
て
い
る
秋
の
暮

カ
リ
フ
ラ
ワ
拳
の
ご
と
く
玉
太
る

コ
ス
モ
ス
の
離
村
の
家
に
咲
き
盛
り

朝
霧
や
紅
葉
の
山
の
横
た
わ
り

丸
山
益
一
郎
　
根
深
　
八
二

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
羅

（
羅

（
総

（
⑳
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羅
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羅
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茂
野
富
治

徳
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ア
サ
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捧
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保
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内
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喜
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鈴
木
千
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星
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秋
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星
野
ミ
キ
子

藤
沢

十
日
町
か
ら

山
野
田

加
　
茂
か
ら

発
電
所
通

福
島
か
ら

新
町
新
田

中
里
か
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伊
友

上
野
か
ら

東
善
寺
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岡
か
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根
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根
深
か
ら
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風
選
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10月の交通事故発生件数
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